
【収入保険】保険金を受け取った方の声

【広島県安芸高田市 有限会社援農甲立ファーム専務
光永 浩章さん（38）】

経営規模＝水稲25ヘクタール、
野菜14.5ヘクタール、麦９ヘクタール

（農業共済新聞2021年10月13日（中国版）より抜すい）

「コロナ禍で売り上げ減少。
品目追加や拡大の安心が確保」

収入保険には昨年から加入しています。近年は、自然災害や獣害の発生
などで被害を受けることが多く、水稲と野菜両方の補償があることが加入の
決め手となりました。
これまでは、米と野菜のどちらかの収入が悪くても、もう一方が支えに

なりましたが、新型コロナでは両方とも影響を受けました。売り上げが減
少しましたが、補てんしてもらえて安心しました。
出荷先の要望で新しく野菜を栽培する場合や、規模を拡大するときなど、

収入保険に加入しておくと心強いです。


